
　7月30日に福島県飯坂町のパルセいいざかで行われた被爆78
周年原水爆禁止世界大会福島大会に参加してきました。福島原発事
故から十二年が経過し、放射能汚染水海洋放出と原発回帰に向けた
動きへの不安を考えながら参加しました。
　 今 回 集 会 に 参 加 して 原 発 回 帰、 再 稼 働 に 対 して 悲 惨 な 事
故 を 繰 り 返 さず 悲 しい 思 いをさせないために、 苦 しむ 訴 え
が 無 くなるまで 反 対 運 動 は 止 められないと 強 く 思 いました。 
今後も反対運動に力を入れ、原発事故は一度事故を起こせば健康と
生活は元には戻せないということを広めていきます。

　
全港湾東北地方青年婦人部　副部長　小國巧美

　8月4日～6日の被爆78周年原水爆禁
止世界大会・広島大会に参加しました。折
鶴平和行進、開会総会に約2,100人が参
加し開催されました。
　反戦・反核運動を継続していかなけれ
ばなりません。被爆者の平均年齢も８０
歳を超えるなど、参加者の高齢化が進
んでいます。若い世代への継承を如何に
していくかが重要な課題であると思いま
す。負の遺産を次世代へ残してはなり
ません。みんなで考えていきましょう。 
そして核兵器、原発は廃絶させましょう。 

大阪支部　関谷和人　和泉清

福島

広島

7878周年周年被爆被爆

被爆78周年原水禁世界大会・広島大会

原水爆禁止世界大会開催原水爆禁止世界大会開催 !!!!

第0050号 2023年9月1日発行　
全日本港湾労働組合　発行日 : 随時

0050



福島
　全体集会では高校生平和大使の話や、小野さんとい

う漁業関係の仕事をしている方の話が私の中では印象に
残っており、今、大きな問題となっているアルプス処理水

の海洋放出のことについて話を聞きました。12年前は「海
に流してはいけない」といっていた東京電力側は意見をコ

ロッと変え、「海に流しても大丈夫」などと言っています。福
島は今、アルプス処理水の海洋放出問題や若い人の甲状腺が
ん問題と大きな問題に取り組んでいかなければならないと思い

ます。我々若い世代が真剣になって福島を守っていかなければ
ならないと強く思いました。

全港湾東北地方小名浜支部　青年部部長　松村海斗
 
　この原水禁世界大会の大きな柱として「次世代継承」ということを位置付けてあり、いつの時代であっても、 
どれだけ未来であっても、私たちがどう生きるか、私たちが選ぶことができる、あたり前のくらしを引き継い
でいくことが重要と考える。そのために、今できることを考え、工夫して取り組んでいくことが必要なのは言
うまでもなく、全国はもちろん世界中の皆さんと連帯し、各地域での原水禁運動や反戦平和運動に取り組ん
でいくことを申し上げ、報告といたします。 

長崎県支部　松崎　大悟
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